
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「授業で最も使用する道具は何でしょう」と質問

されたら、多くの人は「教師は黒板とチョーク」、

「児童は鉛筆とノート」を思い浮かべることでしょ

う。また、授業のイメージも、教師が黒板の前に立

ち、児童は黒板を向いて整然と座っている姿が思い

浮かぶことでしょう。 

 先日、校内の研究授業において、従来の姿とは全

く異なる、新しい授業スタイルを垣間見ることがで

きました。一人で学習している児童もいれば複数人

で学習している児童もおり、机の向きも自由で、タ

ブレット端末を使用して主体的に調べたりまとめ

たりしている児童もいれば、話合いをしながらノー

トやワークシートに考えをまとめている児童もい

ました。 

さて、今から約２年前の令和３年１月 26 日、中

央審議会は「『令和の日本型学校教育』の構築を目

指して～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別

最適な学びと、協働的な学びの実現～（答申）」を

取りまとめました。その中には、 

急激に変化する時代の中で、一人一人の児童生徒

が、自分のよさや可能性を認識するとともに、あら

ゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な

人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、

豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手と

なることができるよう、その資質・能力を育成する

こと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が示されています。 

また、「自ら主体的に目標を設定し、振り返りな

がら責任ある行動をとれる力」を身に付けることの 

重要性も指摘されています。 

そこで、本校では「個別最適な学び」と「協働的

な学び」の一体的な充実に向けて、授業の中で子ど

も自身が何を学ぶか、どのように学ぶか、どのよう

な進め方で学ぶか、どのようなペースで学ぶかなど、 

子どもたち自ら選択したり決めたりすることを大

切にしていきたいと考えています。 

 また、子ども一人一人の苦手なところや分からな

いところは異なります。そのようなとき、自分のタ

イミングで繰り返し体験し直したり、学んだり、他

者の学習を参照できたりする機会を設けていきた

いと考えます。従来の教師の主な役割は、ティーチ

ングでしたが、これからはファシリテーターとして、

子どもの学びに伴走していくような教師を目指し

たいと考えます。 

 子どもたちの将来のためにも、子ども自身がタブ

レット端末を文房具として使いこなしていくこと

ができるように指導してまいります。それと同時に、

相手を傷つけたり不快にさせたりする書き込みを

しないなど、情報リテラシーを含めた情報活用能力

を育成し、「急激に変化する時代」を生き抜くこと

ができる力を育んでいきたいと思います。 
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